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　2023年度も日本財団にあたたかなお気持ちをお寄せい
ただき、誠にありがとうございました。皆さまのご寄付は、
子どもたちや被災地の方々など、サポートを必要としてい
る数々の現場で活用されています。
　年始の能登半島の震災発生直後から、寄付者の皆さま
による力強いご支援に背中を押され、励まされながら現地
での活動に取り組んでまいりました。引き続き地域のニー
ズに沿った事業を実施してまいりますので、ご支援いただ
ければ幸いです。

2023年度もたくさんの
あたたかなご寄付を
ありがとうございました。

様々な生きにくさを抱える子ども
たちのため、332,675,995円の
ご寄付をいただきました。

事業
令和6年能登半島地震に関わる
支援活動82事業を支援しました。
（2024年3月末時点）

TOOTH FAIRY

件
2023年度は1,448件の金属提供
をいただきました。リサイクル金
額は123,845,279円に。

企業寄付

191社もの企業から10万円以上
の高額なご寄付お寄せいただき
ました。

能登半島支援子どもサポート

2023年度新規設置台数は549
台。日本全国で8,443台のチャリ
ティー自販機が設置されています。

日本財団
チャリティー自販機

億 千万円以上3 3 82

1,448社191台549

Thank you

so much!

2023
数字で見る

年度
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WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています

　2023年7月、線状降水帯による豪雨で未曽有の水害
に襲われた秋田県五城目町に入り、支援活動を開始し
ました。
　馬場目川の氾濫によって浄水施設が被災。町内全域
の断水により不自由な生活が続いていました。
日本財団は技術系NPOと連携を組み、重機5台とダン
プトラックなどを投入。町や社会福祉協議会への助言を
させていただきながら、東北全土から駆けつけた消防士
や学生団体IVUSAらの力を借りて、住宅地に流れ込ん
だ大量土砂や災害廃棄物への対応と被災した家屋の再
生を着実に行いました。
　職員自ら現地支援を展開することで、被災地の実情
や課題を共有し、必要とされるボランティア団体や
NPOへの資金助成をより効果的に行っています。

KIFUNO
CHIKARA

01 災害復興支援特別基金とは

被災地への迅速な緊急支援を

実施するために

令和5年
秋田豪雨災害

支援事業
年度2023

Pick UP!

送り」という言葉があります。災害支援の文脈では、被災者
として助けてもらった方が、その恩返しに別の被災地を支援す
ること。今なお苦しい生活を送られているはずの能登の方々か
らも「次は自分たちが支援に行く」と聞くことがあります。全国の
皆さまのご寄付が、着実に支援の環となっていることを感じる
瞬間です。

恩恩「「

事業担当者からの声Voice

災害対策事業部
樋口裕司



災害復興支援特別基金
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特
集

令和6年
能登半島地震の
被害への支援
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KIFUNO
CHIKARA

01

　発災後、日本財団は1月2日から職員が現地入りし、
情報収集を開始。被災した方々への緊急支援、家屋
復旧、災害NPO活動など、必要とされる支援を迅速
に進めるため、ご寄付のお願いも同日開始しました。

　現地ニーズ確認後すぐに、トラックの乗り込みが可
能なRORO船を用いて、被害の大きいエリアに循環型
シャワーシステムや手洗機を緊急輸送・配備。併せて
2024年3月末までに道路啓開作業、大切なものの取
り出し支援、炊き出し等の事業82件を支援しました。

　これらの活動は、皆さまからのご寄付により支えら
れています。皆さまからのご支援に心からお礼申し上
げます。

　日本財団は、引き続き被災地に寄り添った長期的
な支援に取り組んでいます。今後もあたたかなお気持
ちをお寄せいただければ幸いです。

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています
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　子ども第三の居場所に通う子どもの中には親と離れ
て外泊をした経験がなく、その理由を「お金がないから」
「家から出るともう家に入れてもらえないかもしれない」
と子どもたちは話します。外の世界は広いこと、自分でで
きる事をみつける、自立するきっかけが必要だと考え、
居場所での宿泊体験を実施しました。
　14名の子どもが参加し、夕食は地元のイベントに参
加して屋台で好きなものを買い、皆で食べ物をシェアし
ていただきました。入浴は公衆浴場を利用し、大浴場で
のマナー、体の洗い方を学び、夜は枕投げ大会で楽しみ
ました。
　翌朝、朝ごはんを家で食べた事がない子は、「朝ごは
んってこういうものなんだぁ」と宿泊体験を噛みしめて
いました。

支援現場からの声Voice

te to te ～つなぐん家～拠点
（一般社団法人つなぐプロジェクト）
石原睦巳さん（左）/ 今川由紀子さん（右）

れが、友達と過ごせる楽しさなんだね」と参加した子どもが話
していました。今回、様々な体験を通し子どもたちの心を豊かにで
きた事は間違いないと確信しています。そして、職員にとっては、
子ども達から現状を教えてもらう機会となりました。支援いただ
いた皆さまのお力添えでこのような貴重な機会をいただきました
こと、心から感謝申し上げます。

ここ

支援事業
年度2023

Pick UP!

KIFUNO
CHIKARA

02
子ども第三の居場所とは

様々な困難に直面する子どもたちが、安心して

過ごせる居場所で「生き抜く力」を育むために

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています
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一般社団法人つなぐプロジェクト

te to te ～つなぐん家～ 
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支援現場からの声Voice

　「難病のこども支援全国ネットワーク」が主催する、難
病の子どもたちとそのご家族のためのサマーキャンプ
「がんばれ共和国」が静岡県で2023年8月4日から3日
間にわたり開催されました。
　難病や障害を抱える子どもたちとそのご家族は、医療
的ケアが必要であるため、行きたい場所に出かけられな
かったり、リラックスして過ごせる時間がとれないことが
少なくありません。
　このプログラムでは、そんな子どもたちとご家族が、
医療ケアの体制が整った環境で、自分たちと近い境遇の
方たちと安心して交流することができます。
　2023年8月の静岡キャンプでは、乗馬、バーベキュー、
物づくり・折り紙、花火とプログラムが目白押しでした。
天気にも恵まれ、参加者の多くが心待ちにしていた目玉
イベント、気球体験も実施することができました。

KIFUNO
CHIKARA

03 難病児支援とは

難病を抱える子どもと家族の

社会的孤立を防ぐために

サマーキャンプ
「がんばれ共和国」

支援事業
年度2023

Pick UP!

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています

ャンプへの参加は今回で5回目です。ここで知り合った人と
LINEを交換して連絡を取り合うことも多いので、顔見知りの方
もたくさんいらっしゃいます。この子は上手く言葉にはできない
んですけれど、そんなちぐはぐなコミュニケーションの仕方でも
ここのボランティアスタッフやご家族のみなさんは話を汲み
取って相手をしてくださるんです。本当にありがたいです。

キキ

参加者のご家族



　2023年度「夢の奨学金交流会」が、2023年8月18日
大阪にて開催されました。奨学生およびソーシャルワー
カー、日本財団職員総勢25名 が集い、笑顔あふれるな
かで親交を深めました。
　「夢の奨学金」では定期的に開催される交流会等の
行事を通して奨学生同士の親交を深めています。新型
コロナウイルス感染症の流行により、ここ数年は主にオ
ンライン形式で開催されていましたが、2023年度は昨
年に引き続き大阪に集まって開催されました。
　交流会は奨学生の企画運営委員が担当します。この日
も4人の奨学生が交流会の企画、当日の裏方、そして司会
進行を担当。2時間の交流会は大いに盛り上がりました。

事業担当者からの声Voice
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KIFUNO
CHIKARA

04 夢の奨学金とは

社会的養護の経験のある若者の

未来を諦めない、その強い意思に応えるために

日本財団公益事業部
子ども支援チーム
平林真理（左）/ 吐師朝美（右）

会的養護の子どもは、18歳を迎えると児童養護施設や里親
家庭など、それまで暮らしていた場所から出て行くことが求めら
れます。「日本財団夢の奨学金」は、経済的支援だけでなく、ソー
シャルワーカーが寄り添い、交流会などで横のつながりを持て
ることが特徴です。皆さまの温かい気持ちが奨学生の未来につ
ながっています。

社社

2023年度
夢の奨学金交流会

支援事業
年度2023

Pick UP!

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています
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支援現場からの声Voice

　日本財団が企画・統括・支援する、ごみ拾いにスポー
ツの要素を掛け合わせて競技化した日本発祥スポーツ
「スポGOMI」の初となる世界大会「スポGOMIワール
ドカップ2023」の決勝大会が2023年11月22日、渋谷
区内で開催されました。
　各国の予選大会を勝ち抜いた21カ国から代表チー
ムが出場。競技は前半45分＋分別20分、後半45分＋分
別20分に分けて実施されました。優勝したイギリス代
表（チーム名：The North Will Rise Again）は前・後
半合わせて計83.7㎏のごみを回収し、前半1位だった
日本を後半で追い抜き見事優勝しました。予選から世
界21か国で5,000人超が参加し、9t近くのごみの回収
に成功し、海洋ごみ問題を知るきっかけや削減への機
運向上につながりました。

KIFUNO
CHIKARA

05 海と日本プロジェクト推進基金とは

私たちの海の現状を伝え、

海の未来へ繋いでいくために

「スポGOMI」
W杯開催！

支援事業
年度2023

Pick UP!

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています

ても素晴らしい結果になった。大会を通して日本の文化や
環境、そして海を守ることについて学ぶことができた。」「日頃の
清掃活動の経験やイメージトレーニングを積んできたので、悔
しい気持ちもある。地球のことを考えている他の国の人が同じ
思いで集まって心が一つになっていることは、心からうれしいな
と思いました」

とと

参加者



　HEROsアンバサダーを務める山本隆弘さん（一般社
団法人T-FIVE VOLLEYBALL代表理事）が主催する
バレーボール大会『T-FIVE CUP』が2023年9月、開催
されました。
　山本さんのバレーボール人生の経験を活かし、次世代
オリンピアンを目指す子供たちの育成を目的として開か
れている本大会。競技力はもちろんのこと、社会や人のた
めにスポーツのチカラを活用する素養を小学生の内から
身に付けてもらい、これからの時代をリードするアスリー
トになってほしいという思いが込められています。
　この大会では、社会に目を向ける一環として「プラス
チックごみ問題の啓発」にチャレンジ。小学生選手たち
が会場で社会課題であるプラスチックごみ問題につい
て学びました。

支援現場からの声Voice
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KIFUNO
CHIKARA

06 HEROs FUNDとは

スポ―ツの持つ力を活かして

ソーシャルイノベーションを

T-FIVE
VOLLEYBALL

支援事業
年度2023

Pick UP!

一般社団法人

一般社団法人
T-FIVE VOLLEYBALL代表理事
山本隆弘さん

来のある子ども達に夢ある大会を！をモットーに各地方で開催し
ている本大会は、楽しくバレーボールに取り組む中で、子どもの成長を
促していくことを目指しています。大会を通して、親子や子ども同士で
社会課題である「使い捨てプラスチックごみ問題」について考えたり、
話し合ったりすることで楽しく学ぶ機会となりました。子どもたちには、
競技だけではなく、社会に目を向けることも大切だと伝えています。

未未

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています
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支援現場からの声Voice

東京慈恵会医科大学
髙尾洋之先生

療は医療従事者にしかできません。でも、アクセシビリティは
誰がしてもいいのです。階段を上がるのに苦労している人がいた
ら、それを助けてあげるのもアクセシビリティです。そのやり方は
デジタルだけでもありません。時代によって変わっていくもので
す。その考え方を伝えることが大切だと思っています。

医医

　日本財団は、Google.org（Googleの慈善事業部門）
の支援によるデジタルトランスフォーメーション基金を
活用して「障害者の暮らしを支えるアクセシビリティ技術
普及プロジェクト」を支援しています。
　東京慈恵会医科大学准教授の髙尾洋之先生が率い
る本事業は、アクセシビリティという考え方をを社会に
浸透させるための様々な取り組みを行っています。
　モデルルーム事業では東京慈恵会医科大学の病院・
リハビリ施設に、タブレットやスマートスピーカーなどの
アクセシビリティ機器を実際に体験できるモデルルーム
をつくりました。
　体験の場は、大学病院を飛び出して西新宿にも。コロ
ナの状況下で病院への入場が制限されている中、家族で
も在宅療養をしている人でも、アクセシビリティに触れら
れるモデルルームにしました。

KIFUNO
CHIKARA

07 DX基金とは

デジタル・トランスフォーメーションの

導入によってよりよい生活を
（Google.org様からのご支援）

支援事業
年度2023

Pick UP!
慈恵大学学校法人

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています



　2023年5月、東京都清瀬市に開所した「メットライフ
財団支援 ピッコロのおうち・たんぽぽ」。運営する特定
非営利活動法人子育てネットワーク・ピッコロは、「家族
をまるごと支援する取り組みが、人と人とのつながりを
変え、地域を変える」を理念とし、子どもから高齢者まで
支援する活動を行っています。
　ピッコロのおうち・たんぽぽでは、多世代との交流が
できるように地域住民が主体となった郷土料理教室、
親子を対象としたイベントや、メットライフ生命社員によ
る金融教育プログラム等を実施予定。このような環境の
中で、子どもたちは人や社会と関わる力をはじめとした
非認知能力を育んでいきます。併せて、清瀬市・学校・
ソーシャルワーカー・関係機関などとも密な連携を図り、
子どもたちの成長を後押ししていきます。

支援現場からの声Voice

特定非営利活動法人
子育てネットワーク・ピッコロ理事長
小俣みどりさん

れまで住民参加型、家庭訪問型の子育て支援に取り組んでき
ました。2年前からは清瀬市学童クラブの指定管理、子どもたち
の見守り強化アクション事業等を通して子どもたちに関わること
が多くなり、地域における居場所の必要性を強く感じていたとこ
ろです。今回、第三の居場所を開所できたことをうれしく思ってい
ます。

ここ

支援事業
年度2023

Pick UP!
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08
メットライフ基金とは

包括的コミュニティーエンパワメントプログラムとして

「高齢者ホスピス」と「子ども第三の居場所」を支援
（メットライフ財団様・メットライフ生命保険株式会社様から

のご支援）

特定非営利活動法人

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています

子育て
ネットワーク・ピッコロ
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 　社会貢献や寄付というと敷居が高く感じますが、「飲料の購
入」で寄付ができるというお手軽さがとても良い、と従業員から
評判です。自分たちの小さな善意が、助けを必要とする人のも
とへ届いていると実感できるのは喜ばしく、今後もこの活動を
積極的に応援していきたいと考えております。このような取組
が今後一層広まっていくことを願っております。

従業員が社会貢献活動を身近に感じるきっかけにもなると考え、
2017年よりこの活動に参画しております。

導入後の反応導入経緯

　当社では、「子どもたちを安
全・安心に育むことのできる社
会の実現」を主な取組みテーマ
として、社会貢献活動を進めております。事業所単位でも気軽に取
り組めることは無いかと検討していた折、このチャリティー自販機
で「子どもサポートプロジェクト」に寄付ができることを知りました。

導入経緯

　当社では、各部署にSDGs・
サステナビリティ・社会貢献等
に関わる担当者を置き、継続的な社会貢献活動を行っております。
チャリティー自販機も当時の担当者の発案により導入を検討しました。
「設置が簡単、清涼飲料水を購入するだけで社会に貢献、貢献度の
フィードバックあり」といった観点から導入させていただきました。

ANAテレマート
株式会社

　いつも購入する清涼飲料水も、
ただ購入することもできますが、
せっかく買うならと社会貢献を
選べることが良い点だと思い
ます。子どもサポート支援か災
害支援か等、寄付先も自社で
選択でき、どこに貢献するのか、
担当者内でも毎年話題になり、社内で
最も身近な社会貢献活動の1つとなっています。

導入後の反応

株式会社
ヒガシトゥエンティワン

　まずは、会社がどこを目指しているのかを従業員みなで共有で
きました。購入する従業員、飲料メーカー様、どちらに対しても負
担が生じないように、何も考えずに皆が取り組めるようにと、寄付
相当額は会社が負担する形を選択しました。現場で働く従業員に
とって、飲料自販機が水分補給や談笑の場であるままに、子どもた
ちの支援にも微力ながら貢献できることを嬉しく思っています。

　私たちが今なにを求められているのか、また私たちがすべきこ
とは何かと考え、日本財団さまのお力を借りて、2023年8月より
グループ関連施設にある24台すべての自動販売機をチャリ
ティー自販機へと切り替えました。

導入後の反応
導入経緯

　安田産業グループは「サービ
ス業」の根幹となるサービスを
再構築している真っ最中です。
従来の企業の社会的責任からSDGｓへとシフトし、社内外での実
活動にも変化がありました。働き方改革を含む労働環境の変化、
脱炭素、フードロス、プラスチックリサイクルなどの社会問題の解決。
360度方向に目を向けて、世界では何が起きているのかを知る。

安田産業株式会社

KI
FU

N
O

 C
HIKARA

ドリンクを買うだけでできる、社会貢献があります

設置者からの声Voice

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています

（左）矢持翼様  （右）安田義崇様

日高光枝様

岩井和彦様



com
.

現金化

プロジェクトの仕組み

不要になった
銀歯・金歯・入れ歯

子どもたちが楽しんで
いる遊具は学校に通う
きっかけになっています

ミャンマーにはこれまで
に56校の学校が建設
されました

支援者の声Voice

柴田歯科医院 柴田武士先生

場に来ると、こういう子どもがいるのかと発見や学びがたく
さんあるんです。医院のなかにいるだけでは、わからないことがた
くさんありますから。外に出てこういう活動をすることで、自分た
ちにもまだできることがあると感じられます。そういった意味でも
ボランティアに参加する意義は多いにあると思いますね。

現現

　TOOTH FAIRYプロジェクトでは、難病の子どもたち
とそのご家族を対象としたサマーキャンプの開催支援を
行っています。金属のご提供だけでなく、歯科検診ボラン
ティアも任意でご協力いただいており、柴田歯科医院の
柴田武士先生が2022年度に引き続き2023年度もご参
加くださいました。
　金属のご提供にも協力してくださっている柴田先生は、
丁寧にコミュニケーションをとりながら手際良く検診を
進めます。
　「今日来てくれているような子どもたちは学校に通って
いるうちは検診がありますが、そこから離れてしまうと検
診の機会は極端に減ってしまいます。そんな子どもたち
を私たち歯科医師もできるだけ診てあげたい。行政とも
協力しながら、できるだけ歯科医師側も敷居を下げられ
ると良いですよね。その窓口に自分がなりたいという気
持ちはあります」。

協力医院
年度2023

Pick UP!

TOOTH FAIRYとは

日本歯科医師会と日本財団によるチャリティプロジェクト。

歯科撤去金属等を全国の歯科医院・個人の皆さまから募り、

病気や貧困とたたかう子どもたちを支援しています。

KIFUNO
CHIKARA

柴田歯科医院

WEB site

詳細はWEBサイトに
掲載しています
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MOVIE

コムドットさんによる
動画はこちら

　チャンネル登録者数約380万人を抱える人気グ
ループYouTubeクリエイター・コムドットさんが、子ど
もたちの豊かな体験機会の創出を目的とした「子ども
第三の居場所」基金へ12,943,053円を寄付すること
を発表。今回の寄付に伴い、熊本市の「子ども第三の
居場所」の子どもたちと一緒にバスケットボールを楽
しむイベントを開催しました。

　2022年12月、コムドットさんを含むYouTube上で
活躍する国内著名クリエイター総勢37名が集まり、
チャンネル登録球技大会を企画。公開した動画中で、
各チームが使用していた3種類のユニフォームを販売し、
その収益の全額を寄付すると宣言しました。

　コムドットさんは寄付先や使い途を検討する中で
「学校で窮屈な思いをしたり、環境にうまく馴染めな
い子もいる中で、学校が全てではないと分かれば明る
く楽しく生きていけるのではないか」という思いから、

将来を担う子どもたちに収益を役立てたいと考え、
今回の寄付企画が実現しました。
　日本財団では、今後もお預かりした寄付金をこうし
た豊かな体験機会の創出に役立てていきます。

コムドットさん、「子ども第三の居場所」に約1,300万円のご寄付

コムドットさんからのご支援
KIFUNO CHIKA

R
A

com
.
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原田忠和様ご遺族

寄付者の声Voice

鈴木慶子様

寄付者の声Voice

　故原田忠和は、生前、子どもの理科離れを
懸念し、熱心に子ども向けの教育活動に取り
組んでいました。
　故人の遺志を継ぐため家族で話し合い、
相続の一部を「日本財団子どもサポート基金」
で役立てて頂く様、寄付させていただきました。

　公の役に立ててほしいという両親の想い
を受け、相続した財産を、社会貢献に資する
ため、日本財団に寄付致しました。
　2016年以降、その収益を「ベルズ基金」と
して日本財団を通じ、子どもたちの希望への
道となるような支援に継続的に活用していた
だいています。

日本財団では、個人の皆さまからの多くのご寄付に

支えられて各事業を推進しています。

ご寄付者様の思いをここで一部ご紹介いたします。

KIFUNO
CHIKARA



収入額基金名

※日本財団チャリティー自販機からの寄付総額：297,474,581円（2023年度）
※支出額は前年度繰越額を含むため、当年度収入額を超えます。

日本財団子どもサポート基金 うち日本財団チャリティー自販機：332,675,995 157,882,3329,730,117

うち日本財団チャリティー自販機：110,300,979 1,002,637175,167,719

うち日本財団チャリティー自販機：58,038,803 1,715,124389,010,774

29,804,004 8,352,552

74,824,107うち日本財団チャリティー自販機：847,419,206 702,749,065

19,627,991うち日本財団チャリティー自販機：21,438,692 28,729,372

960,195うち日本財団チャリティー自販機：37,866,111 187,386,978

31,492,483うち日本財団チャリティー自販機：97,011,745 76,114,502

126,796,024 456,241,624

事業実施中のため次年度へ継続15,000,000 0

70,000 3,003

0 186,055,000

0 11,260,118

0 60,542,391

816,351,441 601,577,661

189,770,675 242,441,758

20,164,087 72,564,978

1,807,974 20,258

187,060,536 68,156,016

災害復興支援特別基金

LOVE POCKET FUND

HEROｓ FUND

海と日本プロジェクト推進基金

2,891,576,272 3,352,644,050合計

バリアフリー基金

夢の貯金箱

ウクライナ避難民支援基金

TOOTH FAIRY

遺贈基金

メットライフ基金

社会貢献ボートレース基金

日本ベンチャー･フィランソロピー基金

DX基金

いろはにほん基金

トンガ救援基金

0 76,540,164

日本財団子どもサポートプロジェクト
子ども第三の居場所基金

日本財団子どもサポートプロジェクト
難病児支援基金

The Nippon Foundation-GEBCO
Alumni Fund

日本財団子どもサポートプロジェクト
夢の奨学金基金

備考支出額

KIFUNO
CHIKARA
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WEB site｜ 寄付者一覧

2023年4月～2024年3月にご寄付いただいた
皆さまのお名前を、WEBサイトで紹介しています

2023年度もたくさんのあたたかな

ご寄付をありがとうございました。

寄付金収支報告
（2023.4.1～2024.3.31）

（単位：円）
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ご寄付・ご支援のお願い

ザイ）ニッポンザイダン

1012106

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名
本店（001）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

夢の貯金箱

ザイ）ニッポンザイダン

2443179

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

きよなみ支店（804）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

日本財団
子どもサポート
基金

ザイ）ニッポンザイダン

2443184

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

きよなみ支店（804）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

海と日本
プロジェクト
推進基金

ザイ）ニッポンザイダン

2443197

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

きよなみ支店（804）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

バリアフリー基金

ザイ）ニッポンザイダン

1660782

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

本店（001）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

災害復興支援
特別基金

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名
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ザイ）ニッポンザイダン

2443190

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名
きよなみ支店（804）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

HEROs FUND

インターネット

お電話

申込・お問い合わせ

日本財団
チャリティー自販機

ザイ）ニッポンザイダン

2443207

公益財団法人日本財団

普通

三菱UFJ銀行（0005）

口座名（カナ）

口座番号

口座名（漢字）

預金種別

銀行名

支店名
きよなみ支店（804）

オンラインで寄付銀行振込で寄付  〈銀行振り込み先〉

令和6年
能登半島地震
支援プロジェクト

災害復興支援特別基金

https://www.nippon-foundation.or.jp/

donation/charity

0120-892-139
［受付時間］ 平日9:00～17:00

インターネット

お電話

申込・お問い合わせ

TOOTH FAIRY

0120-24-2471
［受付時間］ 平日9:00～17:00

インターネット

オンライン・銀行振込で寄付

LOVE POCKET
FUND https://love-pocket-fund.jp/

https://www.tooth-fairy.jp/

インターネット

お電話

申込・お問い合わせ

遺贈寄付

0120-331-531
［受付時間］ 平日9:00～17:00

https://izo-kifu.jp/

皆様からのあたたかなご寄付をお願いいたします



kifu@ps.nippon-foundation.or.jp

受付時間 ｜ 9:00-17:00（月～金／土日祝日を除く）

電話

日本財団 寄付専用窓口

0120-533-236

ご
寄
付
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
。

メール

2023年度もたくさんの

あたたかなご寄付をありがとうございました。

Thank you

so much!


